
日本郵政グループ連結決算の概要について、「決算説明資料＿２０２５年３月期」により
ご説明します。

【 2025年3月期 決算のポイント 】
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連結業績は、日本郵政グループ連結決算としての業績を記載しています。
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太い線で囲んだ箇所が、２０２５年３月期のグループ連結の数値です。

グループ連結では、経常収益が５，１３７億円減少の１１兆４，６８３億円、経常利益が
１，４６２億円増加の８，１４５億円となりました。当期純利益も１，０１８億円増加の３，７０５
億円となり、減収増益の決算となりました。

当期純利益増加の主な要因は、金融２社の増益及びAflac Incorporatedに係る持分法
投資利益の計上です。

２０２５年４月にグループ連結の通期業績予想を修正しており、記載は修正後の通期業
績予想及び達成率となっています。
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２ページは、連結業績サマリー（主要子会社）について記載しています。

日本郵便は、経常収益は増収となったものの、郵便局窓口事業が減益となったこと等
により、当期純損益は減益となりました。

ゆうちょ銀行は、資金利益の増加を主因に、経常利益、当期純利益ともに増益となりま
した。

かんぽ生命は、保有契約の減少等の影響及び新契約の増加に伴う標準責任準備金
負担の増加の影響があった一方、運用環境の好転等による順ざやの増加等により、
当期純利益は増益となりました。

下段の記載は通期業績予想に対する達成率です。

グループ各社での達成率は、経常利益でゆうちょ銀行が１０１.６％、かんぽ生命が７７.４
％、当期純利益でゆうちょ銀行が１０３.５％、かんぽ生命が１０２.９％となりました。
（日本郵便は損失のため記載なし）

ゆうちょ銀行及びかんぽ生命は２０２４年１１月に、それぞれ通期業績予想を修正してお
り、こちらの記載は修正後の通期業績予想及び達成率となっています。
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３ページは、セグメント別業績について記載しています。

郵便・物流事業セグメントは、営業収益が１，０５３億円増加の２兆８０８億円、営業損
益が３０４億円増加の３８３億円の営業損失となりました。

郵便局窓口事業セグメントは、営業収益が１８１億円減少の１兆８７億円、営業利益が
２５３億円減少の２３１億円となりました。

国際物流事業セグメントは、営業収益が６２９億円増加の５，１１７億円、営業損益
（EBIT）が３７億円増加の１３３億円となりました。

不動産事業セグメントは、営業収益が１９４億円減少の８１４億円、営業利益が８０億円
減少の１３９億円となりました。

銀行業セグメント（ゆうちょ銀行）は、経常収益が１，２９６億円減少の２兆５，２２０億円、
経常利益が８８４億円増加の５，８４５億円となりました。

生命保険業セグメント（かんぽ生命）は、経常収益が５，７８７億円減少の６兆１，６５３億
円、経常利益が９１億円増加の１，７０２億円となりました。
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４ページは、日本郵政グループ 当期純利益の増減要因について記載しています。

滝グラフは、当期純利益の前期からの増減分析です。

右から４番目のその他経常損益は、Aflac Incorporated に係る持分法投資利益６５９億
円の計上により、前期比４７９億円増加しております。

これらの結果、当期純利益は、前期比１，０１８億円増加し、３，７０５億円となりました。
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５ページは、２０２６年３月期の通期業績予想について記載しています。

当期純利益の通期業績予想は次の通りです。

・グループ連結 ： ３,８００億円（前期比 ９４億円増加）
・日本郵便 ： ４６０億円（前期比５０２億円増加）
・ゆうちょ銀行 ： ４,７００億円（前期比５５７億円増加）
・かんぽ生命 ： １,３６０億円（前期比１２５億円増加）

セグメント別では、郵便・物流事業セグメント及び不動産事業セグメントが増益予想であ
る一方、郵便局窓口事業セグメントと国際物流事業セグメントが減益予想です。



６ページは、２０２６年３月期の株主還元について記載しています。
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７ページは、連結業績の参考情報について記載しています。

Aflac Incorporated に係る持分法投資利益について、記載しております。
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セグメント別の状況は、事業セグメント別の業績を記載しています。
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８ページは、グループ概要図を記載しています。
なお、２０２５年３月期から、日本郵便と、日本郵政不動産等における不動産事業をグ
ループ横断的に統括して一体的に事業を推進し業績管理を行うため、報告セグメントの
区分を見直し、「不動産事業」セグメントを独立させました。
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９ページは、郵便・物流事業セグメント（日本郵便（連結））について記載しています。

右上の棒グラフは、営業収益に直結する郵便物等の取扱数量の推移です。

総引受物数は１６９億３百万通・個で、前期比で３.２％の減少となりました。

ゆうパック、ゆうパケット、ゆうメール、郵便の取扱数量の増減率は次の通りです。
・ ゆうパック ： ２.１％の増加
・ ゆうパケット ： １６.１％の増加
・ ゆうメール ： １２.８％の増加
・ 郵便 ： ７.５％の減少

左下の滝グラフは、営業損益の前期からの増減分析です。

左から２番目、営業収益は料金改定による郵便収入の増加に加えて荷物収入の増加
等により、前期比で１，０５３億円の増収となりました。

営業費用は、引き続きコストコントロールの取組等を進めたものの、左から３番目の人
件費が２２４億円、左から４番目の集配運送委託費が２１４億円、それぞれ増加したこと
等により、全体で７４８億円増加となりました。

これらの結果、営業損益は前期より改善したものの３８３億円の営業損失と２期連続の
赤字となりました。
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１０ページは、郵便局窓口事業セグメント（日本郵便（連結））について記載しています。

右上は収益構造の推移を示した棒グラフです。

銀行手数料や保険手数料の減少が続き、営業収益は前期比で１８１億円の減収となり
ました。

左下の滝グラフは、営業利益の前期からの増減分析です。

左から２番目の受託手数料は、金融２社からの手数料の減少等により２１２億円の減
収となりました。

営業費用は、右から３番目の人件費は減少したものの、右から２番目の経費が増加し、
全体で７１億円の増加となりました。

これらの結果、営業利益は、前期比２５３億円減少し、２３１億円となりました。
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１１ページは、国際物流事業セグメント（日本郵便（連結））について記載しています。

右上の棒グラフは、事業別の営業損益（EBIT）の推移を示すものです。

ロジスティクス事業の営業損益（EBIT）の増益等により、全体では前期比で３３百万豪ド
ルの増加となりました。

左下の滝グラフは、営業損益（EBIT）の前期からの増減分析です。

左から３番目のフォワーディング事業収入は、取扱量の増加等により５３８百万豪ドル
の増収となりました。

営業費用は、右から２番目の経費でフォワーディング事業の経費が増加し、全体で３９０
百万豪ドルの増加となりました。

右の表は国際物流事業の営業損益（EBIT）の前期比較です。

豪ドルベースでは次の通りです。
・ 営業収益 ： ５，１４３百万豪ドル（４２３百万豪ドル増加）
・ 営業費用 ： ５，００９百万豪ドル（３９０百万豪ドル増加）
・ 営業損益（EBIT) ： １３４百万豪ドル（ ３３百万豪ドル増加）

為替の影響を含む円ベースでは次の通りです。
・ 営業収益 ： ５，１１７億円（６２９億円増加）
・ 営業費用 ： ４，９８３億円（５９１億円増加）
・ 営業損益（EBIT） ： １３３億円（ ３７億円増加）



１２ページは、不動産事業セグメントについて記載しています。
なお、８ページのコメントに記載のとおり、２０２５年３月期から同セグメントの開示を行っ
ていますが、２０２４年３月期の値は、当期からの区分に対応するよう組替えを行い、比
較情報を作成したものです。

右上は営業収益の推移を示した棒グラフです。

左の滝グラフは、営業利益の前期からの増減分析です。

賃貸収益は、前期に竣工した大型物件の稼働率向上により、１３５億円の増収となりま
した。
一方、分譲収益は、前期が大型物件の竣工年度だったこと等から３３１億円の減収とな
り、営業収益は１９４億円の減収となりました。

営業費用は、収益に連動した販売原価（経費）の減少等により、１１３億円の減少となり
ました。

これらの結果、営業利益は８０億円の減益となり、１３９億円となりました。
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１３ページは、日本郵便（連結）について記載しています。

左の滝グラフは、当期純損益の前期からの増減分析です。

左から３番目の郵便局窓口事業と左から５番目の不動産事業で減益となっており、そ
の結果、当期純損益も減益となっています。

右の表は、日本郵便全体の当期純損益の前期比較です。

主な項目の増減は次の通りです。
・ 営業収益 ： ３兆４，４２３億円（１，１８６億円増加）
・ 営業利益 ： ３５億円（ ２８億円減少）
・ 当期純損益 ： △４２億円（ １１４億円減少）
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１４ページは銀行業セグメントについて記載しています。

左の表がゆうちょ銀行（連結）の当期純利益の前期比較です。

連結粗利益は、資金利益が２，４０９億円増加したことを主因に、前期比３，１１９億円増
加の１兆４５６億円となりました。

臨時損益は、プライベートエクイティファンド等からの収益が増加したものの、株式のリス
ク調整オペレーションに伴う売却益の減少により、前期比２，３７０億円減少の４，５４６億
円となりました。

これらの結果、経常利益は、前期比８８４億円増加の５，８４５億円、当期純利益は、
同５８１億円増加の４，１４３億円となりました。

連結粗利益の主な内訳として、ゆうちょ銀行（単体）の資金利益の内訳を右の表に記載
しています。ゆうちょ銀行（単体）の資金利益は、外債投資信託からの収益や国債利
息・日銀預け金利息の増加等により、前期比２，４１２億円増加の９，５６８億円となりま
した。
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１５ページは生命保険業セグメントについて記載しています。

左の表がかんぽ生命（連結）の前期比較、右下の表が契約の状況（個人保険）です。

主な項目の増減は次の通りです。
・ 経常収益 ： ６兆１，６５３億円（５，７８７億円減少）
・ 経常利益 ： １，７０２億円（ ９１億円増加）
・ 当期純利益 ： １，２３４億円（ ３６４億円増加）

当期純利益は、保有契約の減少等の影響及び新契約の増加に伴う標準責任準備金
負担の増加の影響があった一方、運用環境の好転等による順ざやの増加等により、
前期比３６４億円の増益となりました。

新契約年換算保険料は、増加となりました。

保有契約件数は、減少となりました。
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１６～２１ページはセグメント業績関連の参考情報を記載しています。

上の表が通期業績予想の達成率（セグメント別）です。国際物流事業セグメントが１１１.４
％、不動産事業セグメントが３４８.３％となりました。（郵便・物流事業セグメントは営業
損失、郵便局窓口事業セグメントは業績予想が営業損失のため記載なし）

下の表が営業損益の推移（セグメント別）です。郵便局窓口事業セグメントと不動産事
業セグメントで減益、郵便・物流事業セグメントと国際物流事業セグメントが増益となっ
ております。
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上の表が【郵便・物流事業セグメント】ゆうパック等の年間平均単価の５か年推移です。
２０２５年３月期では、「ゆうパック」は６２４円、｢ゆうパケット｣は１７３円となりました。

下の表はゆうパック等の３か月毎の平均単価を推移で表しています。
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２０２４年１０月に郵便料金を改定し、概要について記載しています。
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２０２３年３月期から２０２５年３月期までの郵便・荷物の引受物数について記載していま
す。郵便物は減少していますが、荷物は当年度に各商品の物数が増加しております。
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日本郵便は子会社を通じて、トナミホールディングスと日本郵便との協業による更なる付
加価値創出を目指し、２０２５年４月にトナミホールディングス株式を公開買付けを実施
しました。その結果、２０２６年３月期よりトナミホールディングス及び傘下の子会社は日
本郵政グループの連結子会社となります。
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不動産事業セグメントについての参考情報です。

左上のグラフは、営業収益と賃貸収益の過去５年推移です。賃貸収益は毎期積み上
がってきています。

右上の表は、中期経営計画期間に竣工した主な不動産の表となっております。

左下の表は、当期の経営成績を表しています。

右下は、主な開発中の不動産として、２０２５年度に竣工予定の「ザ・ランドマーク名古
屋栄」になります。
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２２ページは日本郵政グループ要約連結貸借対照表を記載しています。

資産の部合計が１.５兆円減少の２９７.１兆円、負債の部合計が１.０兆円減少の２８１.８
兆円、純資産の部合計が０.４兆円減少の１５.２兆円となりました。
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２３ページは、ゆうちょ銀行（単体）の資産運用の状況です。

運用資産は総額で、０.８兆円減少の２３０.２兆円となりました。

国債は３.５兆円減少の４０.３兆円となり、運用資産合計における構成比は１７.５％とな
りました。

外国証券等は０.８兆円増加の８７.４兆円となり、構成比は３７.９％となりました。

預け金等は日銀預け金が大宗を占めており、足許では増加しております。
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２４ページは、かんぽ生命の資産運用の状況です。

運用資産は総額で、１.３兆円減少の５９.５兆円となりました。

総資産のうち、約８割を占める有価証券は、１.１兆円減少の４６.５兆円となりました。

有価証券の大部分は国債であり、０.６兆円減少の３５.３兆円となっています。

上記の他、貸付金が０.７兆円、地方債が０.５兆円減少しています。
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２５ページは、主要３社及びグループ連結の経常利益の過去１０期分の推移をグラフ化
しています。

経常利益は、グループ連結、ゆうちょ銀行、かんぽ生命、日本郵便が増益となっていま
す。



２６ページは、主要３社及びグループ連結の当期純損益の過去１０年分の推移をグラフ化し
ています。

当期純損益は、グループ連結、ゆうちょ銀行、かんぽ生命が増益、日本郵便が減益となって
います。
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